
高分子フィノレムによる漂白効果の検討

山　口　葉　子

ANew　Approach　to　the　Determination　of　the　Bleaching

Effect　by　Polymer　Film

Yoko　YAMAGUCHI

緒　言

　日常使用されている被服は，長期間の使用に

伴い，しだいに白度が低下する。この白度を回

復するために漂白剤を使用するが，漂白剤は，

使用する濃度・温度・時間等により効果が変わ

ってくる。

　従来の漂白効果に関する研究では，未晒し木

綿布を使用し，その表面反射率の変化から漂白

効果をみる方法1）2）3）4）5）6）や，よごれのモデルと

して染料を使い，染料水溶液に漂白剤を添加し

た場合に生じる染料水溶液の吸収スペクトル変

化から漂白効果をみる方法5）などがある。表面

反射率変化による方法では，漂白前後の表面反

射率の差があまり大きくないことから，漂白布

と未漂白布の差が捕えにくく，吸収スペクトル

変化による場合には，漂白剤によってこわれた

染料の吸収が影響することや，固相に比べて反

応速度が大きすぎる点に問題がある。

　そこで本研究では，よごれのモデルとしては

染料を使い，固相としては布のかわりに高分子

フィルムを用いて漂白効果の検討を試みた。ま

た，各種漂白条件における強度低下についても

同時にしらべるために，同一条件で処理した木

綿布についての実験も試みた。

1　試　料

実　験　方　法

　セロファンフィルムとしては，東京セロファ

ソ紙株式会社製の厚さ20μのものを使用した。

　木綿布としては，日本油化学協会の標準人工

汚染布作製用木綿白布を使用した。

　染料は，直接染料で抜染性のよいC．1・Direct

Blue　78を使用した。その構造を図1に示す。

　漂白剤としては，塩素系の有効塩素5．45％oの

次亜塩素酸ナトリウム水溶液から成る木綿用市

販品と，有効塩素58．7％のジクロルイソシアヌ

ル酸カリウムを使用した。
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　　　　　図1　C．1．Direct　Blue　78

2　実験操作
　　　　　み
　（1）染色

　セロファンフィルムの染色条件を表1に示す。

染料はC．1．Direct　Blue　78（対繊維重量3．0％），

浴比は1；200，助剤は芒硝（対繊維重量20．0％），

染色時間および温度は，常温（28℃）より染色

を開始し，60分間で95℃まで温度を上げ，その

温度を30分間保った。その後，水洗し，平滑な

フィルムにするためにビーカーの表面にはりつ
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表1　セロファンフィルムの染色条件

染　料
C．1．Direct　Blue　78

（対繊維重量　3．0％）

浴比1・・2・・

助　剤

1

染色時間

および
1温　　度
「

芒硝

（対繊維重量　20．0％）

　　　　　　95℃　　　95℃

常温←60分一→←30分→

け，乾燥した。

　木綿布の染色条件を表2に示す。染料は，セ

ロファンフィルムの場合と同様の　C．1．Direct

Blue　78（対繊維重量3．　O％），浴比は1：50，助

剤は芒硝（対繊維重量20．O％），染色時間，お

よび温度は，常温（28℃）より染色を開始し，

30分間で95℃まで温度を上げ，その温度を30分

間保った。その後，水洗，乾燥した。

表2　木綿布の染色条件

の場合は，浴比は1：200で，その他の条件は漂

白剤水溶液濃度は，0．Ol％～0．40％の範囲で6

段階，漂白時間は，5分～120分の範囲で5段

階，漂白温度は，20℃～80℃の範囲で7段階に

ついて，それぞれ組み合わせをかえて漂白を行

なった。

表3　セロファンフィルムの漂白条件

（1）次亜塩素酸ナトリウム使用の場合

基本条件

漂白剤水溶液

1灘（％）

1漂白時間
【　（分）

染　料
C．1．Direct　Blue　78

（対繊維重量　3．0％）

漂白温度

　　（℃）

漂白剤水溶液濃度
1・・8　％o

漂　白　時　間 1・5分

漂　白　温　度 i常温

浴 比
i・・2・・

O．1　 0．3　 0．6　 0．9　 3．0

5，0

1　　　3　　　10　　　15　　　20　　　30

45　60　　90

10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60

70　80

（2）ジクロルイソシアヌル酸カリウムの場合

t6周・・5・

助　剤

染色時間

1および
i温度

芒硝

（対繊維重量　20．0％）

　　　　　　95°C　　　　　　　 95°C

常温←30分→←30分一→

浴
比1・・2・・

漂白剤水溶液
濃度　（％）

漂白時間
　　（分）

漂白温度
　　（℃）

0．01　0．03　0．05　0．1　0．2　0．4

5153060120

20　　30　　40　　50　　60　　70　　80

　（2）漂白

　セロファンフィルムの漂白条件を表3に示す。

次亜塩素酸ナトリウムによる漂白の場合は，漂

白剤水溶液濃度0．80％，漂白温度，常温（27～

28℃），浴比1：200，漂白時間15分を基本条件

とした。漂白剤水溶液濃度は，0．10％～5．OO％o

の範囲で6段階，漂白時間は，1分～90分の範

囲で9段階，漂白温度は，10℃～80℃の範囲で

8段階にそれぞれ変化させて漂白を行なった。

　ジクロルイソシアヌル酸カリウムによる漂白

　木綿布の漂白条件を表4に示す。

　漂白剤水溶液濃度，0．80％o（次亜塩素酸ナ赴

リウム），漂白温度，常温（27～28℃），浴比1

：100，漂白時間，15分を基本条件とし，漂白

剤水溶液濃度は，0．10％～10．00％Fの範囲で6

段階，漂白時間は，1分～90分の範囲で7段階，

漂白温度は，30℃～90℃の範囲で7段階，につ

いてそれぞれ組み合わせをかえて漂白を行なっ

た。

　強度試験用の木綿布の漂白条件を表5に示す。
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表4　木綿布の漂白条件

基本条件

漂白剤水溶液
濃度　（％）

漂白時間
　　（分）

漂白温度
　　（℃）

漂白剤水溶液濃度
「・．8％

漂　白　時　間 巨5分

漂　白　温　度 ［常温

浴 比
［・・…

O．1　0．6　0．9　3．0　5。0　10．0

1　　3　　15　　20　　30　　45　　90

30　　40　　50　　60　　70　　80　　90

　次亜塩素酸ナトリウムによる漂白の場合は，

漂白剤水溶液濃度は0．80％，漂白温度は80℃，

浴比は1：50，漂白時間は5分～120分の範囲で

5段階について実験した。

　ジクロルイソシアヌル酸カルシウムによる漂

白の場合は，浴比は1：50で，その他の条件は，

漂白剤水溶液濃度は，0．Ol％～0，20％の範囲で

5段階，漂白時間は，5分～120分の範囲で5段

階，漂白温度は，20℃～80℃の範囲で4段階に

ついて，それぞれ組み合わせをかえて漂白を行

なった。

　　表5　強度試験用の木綿布の漂白条件

（1）次亜塩素酸ナトリウムの場合

浴 比1・・5・

漂白剤水溶液
濃度　（％）

漂白時間
　　（分）

0．8

5153060120
漂白 ｼ18・

（2）ジクロルイソシアヌル酸カリウムの場合

浴 比巨・5・

漂白剤水溶液
濃度　（％）

漂白時間
　　（分）

漂白温度
　　（℃）

0．01　　0．03　　0．05　　0．1　　0．2

5　　15　　30　　60　　120

20　　40　　60　　80

　（3）漂白効果の求め方

　染色したセロファンフィルム，および染色布

の漂白効果を求める方法は，次のように行なっ

た。

　染色したセロファンフィルムについては，一

定の濃度に染色したものの可視吸収スペクトル

（340～700nm）を，日立323型自記分光光度

計を使用して測定し，極大吸収波長における吸

光度を求める（A。郵ずる）。次に，このフィル

ムを漂白した後に，再び可視吸収スペクトルを

測定し，A・と同一波長における吸光度を求め

る（Aとする）。この吸光度測定には，染料のみ

を除いて，同一条件でそれぞれの処理をしたフ

ィルムを，対照フnルムとして用いた。漂白後

の残存率は（1）式により求める。

　残存率＝A／ノ1。×100　　　　ミ・　　　（1）

　　　　　　　　　　　　　　瞭
　この残存率が小さいほど，よく漂白されてい

ることになる。

　染色した木綿布については2つの方法を試み

た。

　一法は，一定の濃度に染色した木綿布の，表

面反射スペクトル（340～700　nm）を測定し，

極大吸収波長における表面反射率（R％o）から，

そのまま漂白効果を求める方法である。完全に

漂白された場合には，Rの値は大きくなり，漂

白されない場合には，Rの値は小さくなる。

　他の方法は，Kubelka－Munkの式7）〔（2）式〕

により計算して得られる，K／S値による方法

である。Kubelka－Munkの式は，布に付着し

ているよごれ量に比例する値を，表面反射率か

ら求められる，とするものである。

K／s－（1－RQK）2

ここで ili羅1数

　　（4）セロファンおよび木綿布中の染料の抽出

　　漂白前，および漂白後のセロファンフィルム

　中，および木綿布中に，実際に存在する染料の
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量をピリジン：水＝1：3の溶剤で，抽出定量し

た。

　次亜塩素酸ナトリウムにより漂白を行なった

セロファンフィルム，および木綿布を，約0．5g

の重量に切り，溶剤（ピリジン：水＝1：3）約

5ccと共に共栓試験管中に入れ，室温にて，24

時間染料抽出を行なった。抽出液の可視吸収ス

ペクトル（340～700nm）を測定し，極大吸収

波長における吸光度から，あらかじめ準備した

検量線により，セロファンフィルム，および木

綿布の単位重量（1g）あたりに含まれる，染料

の量をmgで求めた。

　（5）強度試験

　次亜塩素酸ナトリウム，およびジクロルイソ

シアヌル酸カリウムにより，表5の条件で漂白

を行なった木綿布について，日本工業規格の，

綿織物試験方法（L1004－1972）に基づき，破裂

試験（5．　15破裂強さ）を行なった。

　試料としては，約15cm×15　cmの試験片5

枚を採取し，ミューレン型破裂強さ試験機を用

い，しわ，およびたるみを生じないように均一

な荷重を加えてクランプでつかみ，徐々にゴム

膜に圧力を加えていき，破裂した時の圧力（kg

／cm2・Aとする），およびクランプを除いた時

のゴム膜の強さ（kg／cm2・Bとする）を算出し，

5回の平均値で表わす（小数点以下1けたまで）。

ただし，クランプの直径は3．05±0．03cm，圧

力を加えるための油の増加割合は，　98±4ml／

mil1を原則とする。

破裂強さ（kg／cm2）＝A－B

　　　　　結果および考察

（3）

　C．1．Direct　Blue　78で染色したセロファソ

フィルムを，漂白時間をかえて，O．80％次亜塩

素酸ナトリウム水溶液により，漂白を行なった

場合の吸収スペクトル変化を，図2に示す。

　波長，340～700nmの範囲では，極大吸収波

長は620nmで，各波長について同じ割合で吸

光度が低下していることがわかる。

0．4

　吸

　光

　度0．2
（－logT）

）
）
）
）
）

2
3
4
5
6

（
（
（
（
（

　　　　　400　　　　　　　　500　　　　　　　　600　　　　　　　　700

　　　　　　　　　波　長（nm）

図2　漂白時間の影響（漂白条件：次亜塩素酸ナ

　　　トリウム系漂白剤0．80％，漂白温度28℃）

（1）C　L　Direct　Blue　78で染色したセロファンフ

　　ィノレム

　（1）を1分間漂白したもの

〃　5分間

〃10分間
〃　　30ラ＞R当ヨ

〃90分間

〃

〃

〃

〃

　図3は，漂白剤水溶液濃度をかえた場合の漂

白効果を，極大吸収波長における吸光度変化か

ら，染料の残存率で示したものである。

　次亜塩素酸ナトリウムによる漂白では，繊維

をぜい化する傾向が強いので，できるだけ低い

濃度で用いることが望ましい。そこで，この，

漂白剤の濃度と漂白効果の関係をみていくと，

1．00％程度までは，非常に大きな漂白効果を示

し，その後3．OO％までは，やや漂白効果の差が

少なくなり，3．OO％以上になると，一段と差が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロなくなってくる。そこで，実用に適した濃度は

1．OO％内外でおさえるのがよいと思われる。

　市販品の，次亜塩素酸ナトリウムを主成分と

する漂白剤の，濃度に関する表示は，毎日の洗

たくでは，61中に12　ml，シミ抜きでは，31

中に24　ml，台所の衛生では，フキンには31

中に6～12　ml，他の汚れ落としては，31中に

24～36　ml，衛生除臭には31中3～6　mlとな

っている。この表示は，シミ抜きでO，80％であ

り，布の強度低下なども考えあわせ，最低限に
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おさえてあるものと思われる。

100

50

残
存
率
（
％
）
↑

0 5．0

→　漂白剤水溶液濃度（％）

図3　次亜塩素酸ナトリウム系漂白剤による漂白

　　剤水溶液濃度の影響

　　　（漂白条件：時間15分，温度28℃）

　図4は，漂白時間をかえた場合の漂白効果を，

極大吸収波長における吸光度変化から，染料の

残存率で示したものである。

　漂白時間の影響については，漂白開始の時よ

100

50

残
存
率
（
％
）
↑

0 50

→漂白時間（min）

100

図4　次亜塩素酸ナトリウム系漂白剤による漂白

　　時間の影響

　　　（漂白条件：濃度0，80％，温度28℃）

り30分くらいまでは，漂白効果がいちじるしく，

50分以後になると，それ以上の効果が得られな

い。従って，漂白効果の点からは，10～30分間

程の漂白が適当ではないかと思われるが，市販

品に示されている表示は，5～15分であり，強

度低下を考えあわせ，10分前後が望ましい。

　図5は，漂白時間10分と15分について，漂白

温度の影響をみたものである。

　漂白温度は，高けれぽ高い程，漂白効果は上

がるが，60℃でほぼ完全に漂白される。

　強度低下を実験した結果からも，温度の影響

が最も大きかったので，とくに，温度について

は注意が必要である。市販品には，特に漂白温

度についての表示はないが，この点からも，室

温で十分であると思われる。

100

50

残
存
率
（
％
）
↑

0 50

→漂白温度（℃）

100

図5　次亜塩素酸ナトリウム系漂白剤による漂白

　　温度の影響

　　　（漂白条件：濃度0．80％，時間　○－10分

　　△－15分）

　C．1．Direct　Blue　78で染色した木綿布を使

って，漂白時間の影響を，反射スペクトル変化

で表わしたものが図6である。この場合には，

セロファンフィルムを使用した場合に比べ，漂

白前後の反射スペクトル変化が小さいために，

漂白条件の違いによる漂白効果の差が出にくい。
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50

表
面
反
射
率
（
％
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）
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）

1
2
3
4
5
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（

　　　　400　　　　　　　　500　　　　　　　　600　　　　　　　　700

　　　　　　　　　波　長（nm）

図6　漂白時間の影響（漂白条件：次亜塩素酸ナ

　　　トリウム系漂白剤0．80％，漂白温度28℃）

　　C・1・Direct　Blue　78で染色した木綿布

　　（1）を1分間漂白したもの

〃10分間

〃30分間

〃60分間

〃90分間

〃

〃

〃

〃

　図7～9は，各種漂白条件（濃度・時間・温

度）における反射率変化を示したものである。

　この場合には，セロファンフィルムを使用し

た場合に比べ，漂白条件の違いによる差が小さ

く，この数値から漂白効果を検討することは，

むずかしい。

表
面
反
射
率
（
％
）

↑

ユ00

50

0 5．0 10．0

　　　　　　　→　漂白剤水溶液濃度（％）

図7　次亜塩素酸ナトリウム系漂白剤による漂白

　　　剤水溶液濃度の影響

　　　（漂白条件：時間15分，温度28℃）
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100
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表
面
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射
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（
％
）

↑
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→漂白時間（min）

100

図8　次亜塩素酸ナトリウム系漂白剤による漂白

　　　時間の影響

　　　（漂白条件：濃度0．80％，温度28℃）

100

50

表
面
反
射
率
（
％
）

↑

0 50

→漂白温度（℃）

100

　図9　次亜塩素酸ナトリウム系漂白剤による漂白

　　　温度の影響

　　　　（漂白条件：濃度O．　80％，時間　○－10分

　　　△－15分）

　図10～12は，実際に布中に含まれている染料

の量と，比例するとされるK／S値を算出する，

Kubelka・Munkの式を使って，漂白効果を表わ

したものである。

　この場合には，表面反射率をそのままプロッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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6．0

03

K
／
S↑

0 5．0 10．0

　　　　　　→　漂白剤水溶液濃度（％）

図10　次亜塩素酸ナトリウム系漂白剤による漂白

　　剤水溶液濃度の影響

　　　（漂白条件：時間15分，温度28℃）
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K
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　　　　　　　→漂白時間（min）

図11　次亜塩素酸ナトリウム系漂白剤による漂白

　　時間の影響
　　　（漂白条件：濃度O．　80％，温度28℃）

トする場合に比べると，漂白条件の違いがはっ

きりしてくる。しかし，この式に代入する表面

反射率の値そのものが，あまり大きな違いを示

さないため，Kubelka・Munkの式を使い，　K／S

値により，漂白効果を表わした図にも，ぼらつ

きが目立つ。又，漂白条件の違いによる漂白効

果の違いも，フィルム使用の場合ほどはっきり

とは表われない。
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03

K
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S↑

0 50

→漂白温度（℃）

100

　図12　次亜塩素酸ナトリウム系漂白剤による漂白

　　　温度の影響

　　　　（漂白条件：濃度0．80％，時間　○－10分

　　　△－15分）

　C．1．Direct　Blue　78水溶液に，漂白剤水溶

液を加えた場合に見られる，吸収スペクトルの

経時変化を図13に示す。

　漂白剤が加わると，セロファンフィルム使用

の場合に比べ，吸収スペクトルの極大吸収波長

が短波長側にずれ，400nm付近に新しい吸収

が生じる。又，反応速度が大きく，漂白剤添加

後わずか2分で，極大吸収波長における吸光度

が漂白剤添加前の半分以下まで減ってしまう。

そして，その後の吸光度の低下量は，始めの急

激な低下に比べ非常に少なく，実際に布を漂白

した場合におこる現象とは，かなり違った結果

が表われているものと思われる。

　以上，直接染料C．1．Direct　Blue　78を使っ

7
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700

　図14～19は，各種漂白条件について得られた

漂白後のセロファンフィルム，および木綿布中

の染料を抽出して求めた量を，示したものであ

る。

3．0

）
）
）
）
）
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400 500　　　　　600

波　長（nm）

図13C．1．　Direct　Blue　78水溶液の吸収スペクト

　　ル，および漂白剤添加後の吸収スペクトル

　C．1．Direct　Blue　78水溶液

漂白剤添加

〃

〃

〃

〃

2分後

10　〃

20　〃

30　〃

50　〃

て，フィルム，染色布，水溶液の，反射スペク

トル，および吸収スペクトル変化をみてきたが，

染色布使用の場合には，表面反射率の変化が非

常に少ない点や，染料そのものの変化量を表面

反射率では表わしにくい点に問題がある。

　又，染料水溶液に漂白剤水溶液を添加した場

合には，極大吸収波長が短波長側にずれる点，

400nm付近に新しい吸収が表われる点，およ

び反応速度が大きすぎる点に問題がある。

　以上のような点について，染色したセロファ

ンフィルムを使用した場合には，漂白条件の違

いによる吸光度の差が大きく，また，吸光度か

ら直接に漂白効果をみることができる。次に，

水溶液の場合と比較してみると，フィルム使用

の場合には，各波長について，同じ割合で吸収

スペクトルが低下している。また，漂白による

吸収スペクトルの初期の急激な低下も見られな

い。

　次に，漂白効果を判定する手段として使用し

た，吸光度および表面反射率と，実際にセロフ

ァンフィルムや木綿布に残存している染料の量

との関係をしらべた。

8
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図16漂白後のフィルム中に含まれる染料

　　　（○一漂白時間10分，△一漂白時間15分）
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図18　漂白後の木綿布中に含まれる染料
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図17　漂白後の木綿布中に含まれる染料
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図19　漂白後の木綿布中に含まれる染料

　（○一漂白時間10分，△一漂白時間15分）
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　図20・21は，セロファンフィルムおよび木綿

布を使って，漂白剤水溶液濃度，漂白時間，漂

白温度などについて，色々な条件で漂白実験を

した場合に得られるフィルムおよび木綿布中の

染料の量と，フィルムの場合は極大吸収波長に

おける吸光度，木綿布の場合はK／S値との関

係をプロットしたものである。

　図20からは，セロファンフィルムの場合には，

吸光度と漂白後の染料の量とが比例関係にある

ことがわかり，’図21からは，K／S値と漂白後の

染料の量とがほぼ比例関係にあることがわかっ

た。しかし，表面反射率は漂白条件の違いによ

り生じる差が非常に小さいため，K／S値もその

影響を受け，ややばらつきが目立つことがわか

った。

O．2

　
　
　
　
　
う
1

　
　
　
　
　
1
　°

　
　
　
　
　
0
9
0

吸
光
度
一
↑

0

→　フィルム中の染料（mg／g）

　　図20　吸光度と抽出による染料含有量との関係

　　　　　○　濃度

　　　　　△　時間

　　　　　口　温度

　以上の結果から，布の漂白効果を比較する際

には，普通，未晒し木綿布の表面反射率の差で

みているが，表面反射率の値そのものでは，実

際に染着している染料の量とは比例しない。し

かしながら，表面反射率をKubelka－Munkの

式に代入して得られるK／S値を用いた場合に

6．O

03

K
／
S↑

0

　ロAO

口▲

0。4 O．8

　　　　　　→　木綿布中の染料（mg／g）

図21K／S値と抽出による染料含有量との関係

　　　○　濃度

　　　△　時間

　　　口　温度

は，比例関係が得られる。

　一方，染色したセロファンフィルムを使用す

る場合には，漂白の目やすとして使用した極大

吸収波長における吸光度と，実際に染着してい

る染料の量とが比例関係にあることから，吸光

度変化から直接に，（1）式を用いて漂白効果を表

わすことができることがわかった。

　また，漂白処理をすると，布やフィルムなど

の基質も影響を受けるために，漂白後の布の表

面反射率や，フィルムの吸光度にも影響を与え

るのではないかと考えられる。

　フィルムの場合には，吸光度測定の際に，同

一の漂白条件で処理した対照フィルムを用いる

ことによって，染料のみの変化量を示すことが

できる。

　次に，次亜塩素酸ナトリウムと同じ塩素系漂

白剤である，ジクロルイソシアヌル酸カリウム

の漂白効果をみるために，この染色フィルムに

よる方法によって漂白効果の検討を行なった。

　ジクロルイソシアヌル酸カリウムによる漂白
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図22　ジクロルイソシアヌル酸カリウム系漂白剤

　　　による漂白剤水溶液濃度の影響
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図24　ジクロルイソシアヌル酸カリウム系漂白剤

　　　による漂白剤水溶液濃度の影響

　　　　　　　漂白温度　60℃
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ジクロルイソシアヌル酸カリウム系漂白剤

による漂白剤水溶液濃度の影響

　　　　漂白温度　40℃

○
△
口
●
▲

漂白時間

　〃
　〃
　！ノ

　〃

　5分
15分

30分
60分

120分

残

存

100

率

　　50勇

↑

　0　　　　　　　　　　　　0．2　　　　　　　　　　　0．4

　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　→　漂白剤水溶液濃度（％）

図25　ジクロルイソシアヌル酸カリウム系漂白剤

　　　による漂白剤水溶液濃度の影響

　　　　　　　漂白温度　80℃
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図26　ジクロルイソシアヌル酸カリウム系漂白剤

　　　による漂白時間の影響

　　　　　　　漂白温度　20℃
　　　　　○　漂白剤水溶液濃度　0．01％
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図27　ジクロルイソシヌル酸カリウム系漂白剤に

　　　よる漂白時間の影響
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図28　ジクロルイソシアヌル酸カリウム系漂白剤

　　　による漂白時間の影響

　　　　　　　漂白温度　60℃
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の，濃度の影響を図22～25に示した。たて軸に

は，次亜塩素酸ナトリウムの場合と同様に，残

存率をとり，よこ軸には，漂白剤水溶液の濃度

をとった。

　その結果，漂白する温度が高くなるにつれて，

漂白剤水溶液の濃度が低い所でも，漂白速度が

大となり，漂白量も大きくなり，濃度効果が非

常に大きいことがわかる。従って，漂白剤の使

用量を少なくするには，処理温度を上げるか，

処理時間を長くすればよいことがわかる。

　次に，漂白時間の影響については図26～29に

示した。

　漂白の温度が高いほど，漂白剤の濃度が高い

ほど，初期の漂白速度が大となり，漂白量も大

きいことがわかる。

　次に，漂白温度の影響を図30・31に示す。

　漂白剤の濃度が低い場合には，温度上昇と共

に，徐々に漂白効果が生じる。この傾向は，処

100

50

残
存
率
（
％
）
↑
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図30　ジクロルイソシアヌル酸カリウム系漂白剤

　　による漂白温度の影響

　　　　漂白剤水溶液濃度　0．01％
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図31　ジクロルイソシアヌル酸カリウム系漂白剤

　　による漂白温度の影響

　　　　　漂白剤水溶液濃度　0．2％
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理時間が長いほど，低い温度からあらわれてく

る。漂白剤の濃度が高くなると，処理時間が短

かいものも漂白効果が大きくなり，80℃付近で

は，処理時間の大小によらず，80～90％くらい

の漂白が得られるようになる。

　以上の結果から，標準使用量2）とされている

ジクPルイソシアヌル酸カリウムの水溶液濃度

が，0．04％，漂白温度，40～60℃，漂白時間，30

～60分間について考えてみると，温度効果が非

常に大きいので，60℃，漂白時間を30分にした

場合には，漂白剤の濃度の影響は，O．02～0．05

％まで，あまり大きな差がないことから，むし

ろ0．02％に下げた方がよいようである。また，

漂白温度を40℃に下げた場合にも，0．σ1～0．05

％oまでの漂白効果の差が小さいことから，漂白

剤の濃度は，O．　02％位が適当であると思われる。

　漂白剤を使用して布を漂白する場合には，布

に対する漂白剤の影響も考慮しなくてはならな
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い。そこで，ジクロルイソシアヌル酸カリウム

を使って，標準使用量よりはずっときびしい条

件下で処理した布について，漂白による強度低

下をしらべたところ，図32のような結果が得ら

れた。次亜塩素酸ナトリウムに比べると，漂白

処理による強度低下がすくないことがわかる。

10，0

強

度

庵
／

琶
　5．0
↑

0 　　　　　　　60

　　　　→漂白時間（min）

　　図32漂白による強度変化

漂白温度　80℃

○　原布（水のみで処理）

△　次亜塩素酸ナトリウム0．80％

　　（標準使用量は0．80％）

ロ　ジクロルイソシアヌル酸カリウム

　　0．20％

　　（標準使用量はO．04％）

120

したがって，高濃度，高温，長時間の漂白処理

も可能であると思われる。

　　　　　　　　総　　括

　よごれのモデルとして染料，固相として染色

フィルムを使用して漂白効果を検討したが，こ

の方法は，従来の方法に比べて，各種漂白条件

の違いによる差が明確に得られる点，また，吸

収スペクトル変化から直接に漂白効果をみられ

る点に利点があることが：わかった。

　最後に，お忙しい中を御指導いただきました

片山倫子助教授に深く感謝いたします。
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